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Crown English Communication II, p. 121. 

Lesson 8  

Working against the Clock 

Antipersonnel (1)mines are designed to hurt or kill people.  They 

are very difficult to find and remove.  Japanese scientists have 

joined the world effort to find and destroy mines.  Hirose 

Shigeo has invented several mine-clearing robots. 

－1 

Antipersonnel mines are laid on or under the 

ground so that they explode when they are stepped 

on.  They have only one purpose: to kill and injure 

people. Many of (2)those injured by mines (3)die a slow 

death.  Those who survive often live lives of misery, 

poverty, and discrimination. 

Mines cannot see or hear. They cannot (4)tell  

a soldier from a child, a grandmother, a cow, or 

an elephant.  When anything touches them, they 

explode.  They remain active for a very long time  

—50 years, maybe even a century. 

No one knows exactly how many mines there 

are all over the world. In 2001, there were as many 

as 50 million mines.  Progress is being made, but 

still in 2015, over 6,400 people were killed or injured 

by mines.  Civilians made up 78 percent of the 

victims; 38 percent of those were children.  There’s 

one victim every 80 minutes. 
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Lesson 8—Lead 

(1) mine2  2, p. 1221. 

 

・ 同じ綴りで語源の違う語がある場合，見出

し語の右上に番号を付けて別々に立項さ

れているのをチェックさせる。教科書本文

では mines と複数形になっていることか

ら，代名詞のmine1ではなく，名詞のmine2

を参照させる。 

・ 教科書本文では are designed to hurt or 

kill people (人々を傷つけるように，あるい

は人々の命を奪うように設計されている)

と続いていることから，語義 2 の「地雷」

へと導く。辞書の第 1 用例が教科書本文と

同じなので確認させる。



Lesson 8—Section 1 

(2) those 2b, p. 1972. 

 

・ those に修飾語が後続する形を示す文型表

示であるthose ...は語義 2aと 2bにあ

るが，教科書のこの部分では人間が地雷で

死んだり傷ついたりすることについて述

べているので，人々を表す語義 2b に導く。 

・ 教科書本文では injured by mines (地雷で

傷つけられた)という過去分詞による修飾

が thoseに後続していることを確かめさせ，

ここでは「地雷で負傷した人々」という意

味になることを理解させる。 

・ 教科書本文の次行(9 行目)では，同じ語義

2b のthose who ...の形が出ているので

同時にチェックさせるとよい。 
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 (3) die1 , p. 521. 

 

・ ～ a … deathという用法指示が，教科書

本文の die a slow death という形と合って

いることを確認させる。辞書の第 1 用例の

訳文を参照させて，教科書本文が「ゆっく

りと死ぬ」という意味になることを確かめ

させる。 

・ 語義の末尾に(die の同族目的語である

death を用いた表現→cognate 文法)という

注記をチェックさせる。参照先の cognate

にある文法のポイント(p. 363)に同族目的語の

説明があるので確認させる。 

 



(4) tell 4, p. 1937. 

 

・ tell A from Bという文型表示が教科書

本文の形と合っていることから語義4に導

く。多くの語義がある場合は，文型表示を

使って探すことが手掛かりのひとつとな

ることを確認させる。 

・ 辞書の第 1 用例を参照させ，「…で[するこ

とによって]見分ける」と表現したい場合は，

by ～ing を用いることを確かめさせる。ま

た，≒に続けて示された，difference を目

的語に取った書き換え文にも注意させる。

受験時の作文対策などを含め，教科書での

用法から一歩踏み込んだ解説をする場合，

授業中に辞書を使わせていると指導の幅

が広がる。 
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Crown English Communication II, p. 122. 

 
－2 

Efforts are being made to eliminate mines.  

The Ottawa Treaty, which aims to end the use of 

antipersonnel mines, went into (1)effect in 1999 and 

has now been signed by more than 150 countries.  

Mine-clearing operations are ongoing. 
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Lesson 8—Section 2 

(1) effect go [come] into effect, p. 605.

 

・ 成句を調べる場合，名詞が含まれている場

合は原則的に名詞の方で立項されている

ので，effect の成句をチェックさせる。 

・ 主語になることの多い語(選択制限)を表す

山形かっこ〈  〉に〈法律・制度などが〉

と記されているのに注意させる。教科書本

文では主語が The Otawa Treaty (オタワ

条約)であり，この成句が使われる典型的な

パターンであることを確かめさせる。 

・ 成句見出しの中の角かっこ[  ]を使った書

き換えから，come into effect の形もある

ことをチェックさせる。さらに，成句義に

続く注記では(come に比べて go … 

の形が圧倒的に優勢)と説明されているこ

とも確認させる。『ウィズダム英和辞典』に

はというロゴがあり，この解説のよう

にコーパスを用いて実際の英語使用の実

態を解説している場合に付記されている

ので，その点についても触れておくとよい。 
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Crown English Communication II, p. 123.

 

The important question, however, is whether 

governments and NGOs can possibly (1)clear that 

many mines.  The answer is simple: this work can 

never be done without the help of a large (2)number of 

people. 

Hirose Shigeo thinks he has a way to help.  

Japan  makes  nearly  70  percent  of  the  robots 

produced in the world, and Hirose has been  

building robots for many years.  He has been 

(3)helping with the international effort to get 

rid of mines using robotics since the early 

1990s.  In 1996, he published his first 

research paper on mine-removing robots. 

The first robot that Hirose developed 

for finding and removing mines was    

called Titan IX, a one-meter-long, 90- 

centimeter-wide robot.  With its four legs, 

this robot can walk around on rocks and  

sand to find and disarm mines.  Hirose is 

now developing a snake-type robot which  

can go through bushes without putting 

(4)pressure on mines. 
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(1) clear 1a, p. 348.

 
・ 教科書本文では副詞 possiblyを挟んで can

という助動詞に後続していることから，こ

の部分の clear の品詞が動詞であることを

確認させる。

・ 目的語が mines なので，目的語の選択制限

を表す山形かっこ〈  〉に〈じゃまな物〉

と記されている語義 1aの「…を片付ける」

という訳語を参照させる。 

・ 教科書 125ページ 10–11行目には fromと

のコロケーションが出てくるので，clear 

A of B/B off [from] Aの文型表示の後半

部分や，辞書の第 4 用例を参照させるのも

よい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) number  1a, p. 1315. 

 

・ 教科書本文の a large number ofの形から，

文型表示a＋＋number of Aのある 1a
に導く。 

・ 教科書の該当部分では，辞書の文型表示の

A にあたる名詞が people という複数扱い

の集合名詞で，無冠詞であることを確かめ

させ，文型表示に続く(1)の説明と合っ

ていることを確認させる。 

・ 辞書の第 2用例が教科書と同じなので参照

させ，((1)a lot [lots] of よりかたく響

く…)という注記に注目させる。教科書本文

は日常会話のようなくだけたものではな

く，格式ばった解説文であることを確かめ

させる。 

・ 用例に続くコーパスの窓には，よく一緒に使

われる形容詞とのコロケーションが large

以外にも出ているので参照させるとよい。

特に「×many は用いない」という部分に注

意させる。
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(3) help 1, p. 911.

 

・ 教科書本文で前置詞の with が後続してい

ることから，自動詞用法を確認させる。共

に使われることの多い前置詞として，二重

山形かっこに with が示されている語

義 1を参照させる。 

・ 辞書の第 2 用例が，教科書と同じ with を

用いているのでチェックさせて，「…を手

伝う，…の手伝いをする」という表現で使

う with とのコロケーションの定着を図る

とよい。さらに，with とのコロケーション

は，助ける人を目的語とする他動詞 1a の

用法もよく使われるので，併せて確認させ

る。 

 

 

(4) pressure 3, p. 1491.

 

・ カタカナ語でもあり，意味は想像しやすい

が，用法を調べさせたい。教科書本文では

無冠詞で複数形になっていないことから，

不可算名詞として使われているのをチェ

ックさせる。さらに，抽象的な圧力ではな

いことから，語義 3 と語義 4 を調べさせ

る。 

・ 教科書本文では学問的な圧力の話をして

いるのではないことや，共に使われること

の多い前置詞として二重山形かっこ

に on が示されていることから，語義 3 の

方が文脈に合っていることを確かめさせ

る。 

・ さらに教科書本文と同じ put pressure on

のコロケーションが辞書の用例になって

いるので参照させ，教科書の without put- 

ting pressure on mines の部分は「地雷を

圧迫することなしに」という意味になるこ

とを確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 124. 

 
－3 

In 2002, the Japanese government formed a 

study group to (1)look into the technology for detecting 

and removing mines. The study group was Japan’s 

part of an international effort to help Afghanistan 

recover from the (2)ravages of war.  Hirose went to 

Afghanistan with this group. 

He watched the local people disarming mines— 

one by one—(3)with simple tools. First they had to 

locate the mine.  Then they dug around it very 
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Lesson 8—Section 3 

(1) look look into A, p. 1141.

 

・ 教科書本文が look atではなく look intoの

形を取っていることを確かめさせ，成句に

導く。look はいつでも「見る」ではないこ

とに注意させる。 

・ 重要成句を示すアステリスク(*)が付いて

いることに注意させる。 
・ 教科書本文が「研究グループ」について述

べているので，もっとも文脈にあう成句義

(1)に導く。 

 

(2) ravage , p. 1556.

 

・ 定冠詞の the を伴い，複数形になっている

ことから名詞をチェックさせる。書とい

う使用域表示に注目させ，書き言葉でよく

使われる語であることを確かめさせる。 

・ 通例 the ～sという用法指示が，教科書

本文と一致していることを確かめさせる。

・ 教科書本文と同じ the ravages of war が辞

書の用例になっているのでチェックさせ

る。角かっこ[  ]は書き換え可能な要素を

示しているので， the ravages of time が

「時の経過による損傷」という意味で，the 

ravages of war が「戦禍」という意味であ

ることを確認させる。書き言葉にふさわし

い訳がついていることにも注意させると

よい。 

 

(3) with 9, pp. 2176–77. 

 

・ 『ウィズダム英和辞典』では，主要な前置

詞を含め，重要多義語には語義の広がりの

理解を促し，検索の便宜を図るため，見出

の直後にインデックスが設けられている

ので，生徒にも使わせたい。原義から発展

した現代英語の with の基本的意味を確認

させる。教科書本文が with simple tools と

なっていることから，インデックスで「(道

具として)持って使って」(↓9)という部分

をチェックさせ，語義9へ導く。 

 

・ 教科書のこの部分では，同じパラグラフ

(125 ページ)に with a knife, with their 

fingers, with a detonator, with his robots

と道具・手段を示す表現が連続して出てく

るので確かめさせる。 

・ 辞書の第 3 用例や，訳語の後にあるの注

記から，同様に「…で」と訳せても，道具・

手段を表す with と，動作の主体を表す by

とでは違いがあることを確認させる。 
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Crown English Communication II, p. 125. 

 

carefully with a knife and cleared dirt 

from the top.  When they could see the 

mine, they removed the fuse with their 

fingers or blew it up with a detonator.  

Having seen how dangerous this work 

was, Hirose thought there must be a way 

to do it with his robots. 

Hirose (1)explained to the Afghan 

people how Titan IX could help them 

clear mines. To his surprise, they did not 

think that this robot would work in 

Afghanistan.  There were a couple of problems. 

First of all, it was too expensive.  Second, it was 

difficult to fix when it broke. Third, and most 

(2)important, the Afghans were afraid that it would 

(3)take away their demining jobs. 
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  (1) explain  1b, p. 667. 

 

・ 教科書本文が「explain to +人+how 節」の

形になっていることを確かめさせる。文型

表示explain (to A) that節/wh節・句

のある語義 1b，2のうち，どちらの意味が

ふさわしいか考えさせる。教科書本文では

how 節が「タイタン IX がどのようにして

彼らが地雷を除去するのを助けることが

できるか」という意味になることを確認さ

せ，この部分では「釈明・弁明をする」の

ではなく「説明をする」と解釈する方が自

然であることを理解させる。 

・ 文型表示で使われている丸かっこ(  )は省

略可能な要素，スラッシュ( / )は交換可能

な要素を示していることをチェックさせ

る。教科書本文では to A にあたる部分が

to the Afghan people になっており，that

節ではなく wh 節(ここでは how 節)が使わ

れていることを確認させる。 

  

(2) important  1b, p. 977.

 

・ 語義 1b の文型表示 (what is) more 

[most] importantのうち，丸かっこ(  )は

省略可能な要素，角かっこ[   ]は交換可能

な要素を示していることをチェックさせ

る。その上で，教科書本文の most 

important と比較させ，形が合っているこ

の語義に導く。訳語に続き，(文頭で…)と

いう注記もこの部分に合致していること

を確かめさせる。 

・ 教科書本文では and が most important に

先行していることを確認させ，同じ形を示

した辞書の用例を参照させる。この用例で

は言い換え可能な場合の範囲の開始を示

す( ⎿ )が使われていることに注意させる。

つまり，この用例では and more important, 

and most important, and most important 

of all の 3 つの形を示していることを確か

めさせる。辞書の約束事としての記号の意

味をしっかり把握させたい。 

 

(3)taketake A away [away A], p. 1920.

 

・ 重要成句を示すアステリスク(*)が付いて

いることに注意させる。 
・ 教科書本文では，句動詞の目的語である A

に相当する部分が their demining jobs と

なっていることを確認させた上で，辞書の

用例中に使われている目的語が jobs であ

る成句義(2)に導く。 

・ 辞書の用例訳を参考にして，教科書のこの

部分が「彼らの地雷除去の仕事をそれ(=Ti- 

tan IX)が奪うのではないかと恐れていた」

という意味になることを確かめさせる。 
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Crown English Communication II, p. 126. 
 

－4 

Back in Japan, Hirose went to work to solve 

the problems he had found in Afghanistan.  The 

idea he came up with was to use an ordinary four- 

wheel (1)vehicle. He developed Gryphon V, which has 

a (2)movable arm that can locate mines.  Extending 

its long arm, it can mark where the mines are.  

After that, Afghan workers can remove them with 

simple tools, which means that they can keep their 

jobs.  Gryphon V is much less expensive than Titan 

IX and can be easily fixed if it breaks. And this new 

robot is simple for Afghan workers to operate. 

Other Japanese scientists and engineers have 

been working to develop different types of robots. 
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 Lesson 8—Section 4 

 (1) vehicle  1, p. 2091.

 

・ のロゴに続いてかたくという使用域表

示があることに注目させる。語義 1の第 1

用例を参照させて，日常語である car, bus

などを総称する場合，格式ばった表現とし

て vehicle が使えることを確かめさせる。 

・ 辞書の他の用例もチェックさせて，車種の

名称などに使われていることを確認させ

る。

 

(2) movable 1, p. 1250.

 

・ 語義 1の訳語「動かせる」から，move (動

かす)と able (できる)から成り立った語で

はないかと推測できることに気付かせる。 

・ 接尾辞の-able (p. 5)を調べさせる。形容詞

の able と違い，見出し語にハイフン( - )

が付いて -able となっており，他の語の後

に付けて使われる要素を意味しているこ

とに注意させる。

 

・ 接尾辞にはというロゴが使われてい

ることをチェックさせる。movableという

形容詞が，-able の語義 1の主にに付け

てを作る; その際元の語の語尾のつづり

が変化することがあるという用法指示と

合っていることを確かめさせる。

・ 用例として movable が出ているので，語義

1aを参照させる。他の語義もチェックし，

-able の「…できる」以外の意味に目を通さ

せるのもよい。 
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Crown English Communication II, p. 127. 

 

Researchers at a university in Chiba are (1)working 

on an insect-like robot with a metal detector.  An 

NPO has developed a robot which shows an image  

of the mine on a screen.  A company in Yamanashi 

has developed a machine which clears the ground  

of mines by exploding them. 

Hirose and other Japanese scientists and 

engineers are making good (2)progress in demining 

technology.   Japan   is   contributing   to   the 

international movement to (3)clear the earth of mines. 

There is no time to lose.  We are working 

against a clock.
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(1) work work on A, p. 2186.

 

・ work on A は句動詞であることを説明し，

語義部分ではなくの部分を調べさせ

る。 

・ 成句義の前にある(  )で示した補足説明が

教科書本文の内容と合うことから成句義

(1)に導き，ここでは「昆虫のようなロボッ

トに取り組んでいる」という意味になるこ

とを確認させる。 

 

(2) progress 1, p. 1506.

 

・ 語義 1の第 2 用例が，教科書本文と同じコ

ロケーションになっているので参照させ

る。太字で示されていることから，重要な

コロケーションであることに注意させる。

・ 共に使われることの多い前置詞が，二重山

形かっこで示されているのでチェッ

クさせる。「…の進歩・発展」と表現する場

合は inもしくはwithを使うと記されてい

るが，教科書本文では in が使われている

ことを確かめさせる。 

  

(3) clear 1a, p. 348.

 

・ 教科書 123 ページの clear と同じ語義だが

この部分では目的語は the earth，続いて

前置詞 of が使われていることをチェック

し，語義 1aの文型表示 clear A of B/B 
off [from] Aの前半部分と合う形である

ことを確認させる。

・ 目的語の選択制限を表す山形かっこ〈  〉

に A は〈場所〉，B は〈物・人〉と記され

ているのをチェックさせる。教科書本文で

は A が the earth, B が mines なので，

「地球から地雷を取り除く」という意味に

なることを確認させる。 

 


